
各都道府県アーチェリー協会（連盟）　御中

（１）必ず代表選手が出場していること。

（２）各エンドの点数が記載されている成績表であること。（合計点数のみは不可）

◎主管協会（連盟）は成績表にて代表選手が出場しているか資格審査を行なうこと。

【締め切り日】　　各ブロック大会終了翌日の午前中までにＦＡＸで送信すること。
　〔前期日程は８月１９日（月）午前中・後期日程は８月２６日（月）午前中〕

（１）この報告書により、監督配置を行う。

　　◎ブロック大会終了翌日、午前中までに送信のこと。（厳守）

（２）８月２８日（水）に監督配置を行ない、２９日（木）までに加盟団体に通知する。

　　◎監督配置数を確認して、本国体の参加申込み手続きを行うこと。

締め切り日　　８月３０日（金）
（１）各都道府県より提出された、都道府県内予選会成績一覧表

（２）ブロック大会成績報告書（国体第１号様式）

（３）ブロック大会成績一覧表・・・・・３名の合計得点が記載され順位が決定されている成績一覧表と

※（１）（２）（３）書類を本連盟へ提出。（国体開催地への提出は不要）

　本連盟においては各都道府県より提出された国民体育大会参加申込書を（１）（２）（３）の書類と

　全日本登録名簿及び日本スポーツ協会（ＪＳＰＯ）より提出された「ふるさと選手登録名簿」にて資格

（１）都道府県内予選会成績一覧表について

　　選手が予選会に出場しているかを確認する資料として使用するので、代表選手が全員記載の場合、

　　一つの大会の成績表で可。（大会パンフレット、全成績表は不要）

（２）監督について

　　・本国体での監督数は、総数５２名以内（１都道府県２名以内）とし、監督配分会議により調整する。

(公印省略)

記

　　　　２．「ふるさと登録」対象選手の適応条件・留意事項等をよく確認して申し込むこと。

　　　　３．監督は公認スポーツ指導員制度に基づく資格を有する者であること。

　　　Ⅱ　ブロック大会主管都道府県協会（連盟）　→　（公社）全日本アーチェリー連盟への書類提出

　　　Ⅰ　各都道府県協会（連盟）　→　ブロック大会主管都道府県協会（連盟）への書類提出

　　　　１．都道府県内予選会成績一覧表と国体予選会（都道府県）成績報告書（国体第１号様式）

〈注〉 代表選手には赤色のマーキングをつけること。

　　　　　　　全日ア連競技第19-024号

　　　　　　　　2019年　7月 　3日

　　　　（公社）全日本アーチェリー連盟

　　 プログラム。

　　各都道府県協会（連盟）ならびにブロック大会主管協会（連盟）は、第７４回国民体育大会（いきいき茨城

　〔都道府県協会（連盟）〕

　〔ブロック大会主管都道府県協会（連盟）〕　

第７４回国民体育大会アーチェリー競技会参加に係る手続きについて（連絡）

　　　　　　　　　会長職務代行者　  上 月　良 祐　　

　ゆめ国体）の参加に係る下記の手続きをお願いいたします。

　　　  １．ブロック大会参加状況報告書（国体第４号様式）

　　　あること。

　　・監督は、本年度の全日本アーチェリー連盟に会員登録済みの者。

　　　　２．ブロック大会成績報告書

　　　　３．注意事項

　　・ブロック大会においても、日本スポーツ協会公認スポーツ指導員制度に基づく資格を有する者で

　審査を行う。



（３）帯同コーチについて

（４）全ア連登録番号について

　　全ア連登録番号は、０を省略せず必ず８桁で記載すること。

　　例　１２３４５や００１２３４５等は不可、登録時の０００１２３４５のように８桁で記載すること。

（５）国民体育大会ドーピング同意書に関する変更点について

　　第７４回本大会（茨城県）から未成年者の扱いが２０歳未満から１８歳未満に変更され、本人の署名

　　及び親権者の署名、捺印がある同意書の所持が２０歳未満から１８歳未満に。

（６）第７４回本大会（茨城県）以降における同意書の取り扱いについて

　　①成年種別年齢域は、日本スポーツ協会ＨＰからのダウンロード。（県体協・スポーツ協会への配布は

    無しに）

　　②少年種別年齢域は、茨城大会までは必要部数を日本スポーツ協会から県体協・スポーツ協会へ

　　配布するが、第７５回大会（鹿児島県）からは、成年種別年齢域と同様に日本スポーツ協会ＨＰから

　　のダウンロード。

〔競技部国体担当〕

　　等には氏名は記載されない。

　　監督を補助する目的で帯同コーチを認める。ただし、国体正式参加者とならないので大会プログラム


